
 

   

          

 

 

 

 

 

                              

いのちの教育 みつける教育 つながる教育 みらい教育 （４つの視点で、未来を創造する） 

未 来 創 造 みらいそうぞう

自分の未来・ふるさと小浜の未来・社会の未来を切り拓く人材の育成
号外その２ 

 加斗小学校みどりの少年団は、昭和５５年７月 12 日に結成され 

今年で４４年目の歴史があります。緑を守り育てる活動を通じて、 

ふるさと小浜の豊かな環境を未来につなぐことを学ぶとともに、 

緑を愛する豊かな心を育んでいます。これまで、蒼島の調査・研 

究を始め、農園での野菜栽培、花壇作りに加え、街頭での募金活 

動を行ってきました。今年度は、学校林をより豊かな森にすることを目標に 5 年生が中心と

なって活動しました。令和５年１２月に開催された福井県緑の少年団活動発表大会におい

て、これまで行ってきた調査研究と取り組みを発表し、最優秀賞を受賞するなど、その内容

が大いに評価された。この大会で最優秀賞を獲得したことにより令和６年１０月１９日と２

０日に、４４年ぶりに福井県で開催されることが決定している第４７回全国育樹祭におい

て、福井県の代表として参加することになりました。今回の受賞は、長年加斗の自然を愛

し、大切に育んできた先人の思いと、現在に至るまでの取組みが評価されました。この受賞

は、来年度の全国育樹祭での活動発表への大きな励みとなりました。ありがとうございまし

た。 

＊裏面に、今年度の「加斗小学校 PTA 広報誌 なたおれ」の記事の冒頭を載せておきます。 

木本教諭は、今年度加斗小学校の５年生担任として、ふるさとの自然を大切にする心の育成

のために尽力されています。中でも今年度は、加斗みどりの少年団の活動において、学校林を

より豊かな森にするためにはどうすべきか、を子どもたちに投げかけ、課題と改善策を見つけ

るように、授業を計画し指導を行いました。昨年度は、口名田小学校 

に勤務し受け持ちの担任児童が、ふるさと福井の魅力プレゼンテー 

ション大会で最優秀賞を受賞しました。長年にわたり、児童の探究心 

を引き出す児童中心の授業が評価されました。 



 

 


